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年報 2 号発刊にあたり 

 

2020 年以降、人が移動したり集まることが社会的・心理的に制約されています。本学も遠隔授業

を導入するなど、様々な対策・対応を講じるとともに、学生・教職員が適切に感染予防を行うことに

よって学内での感染を抑え込んでまいりました。 

地域連携推進研究機構（以下本機構）が支援する地域連携活動、そして学生ボランティア活動

においても休止、延期、変更される案件が多数発生し、活動及び実施件数は低調でしたが前期

「大学公開講座」を ZOOM 併用で開催（12 月）、また 2021 年 2 月には「日進市大学連携講座」を

ZOOM ライブ配信方式で開講しました。SLC（サービスラーニングセンター）においては 9 月と 12

月に「防災人材育成プログラム」を開講、そして「ぼうさいこくたい 2020」に 5 名の学生が参加、オン

ラインで活動報告を行いました。 

地域連携活動は人が集まり交流、協働するというスタイルが定番でした。しかし 2020 年度は新

型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から Web を活用した活動が広がりました。本機構におい

ても活動を継続するため様々な工夫を重ね、知恵を絞り、IT を活用するなど新しいノウハウが蓄積

されました。本学における 2020 年度の地域連携活動件数は昨年度より減少しましたが、実施され

た活動は「コロナに負けない」熱意と努力が発揮されたと思います。 

2021 年度は大学公開講座を 2 回（7 月・12 月）開催、日進市大学連携講座を 16 講座開講（10

〜2 月）、日進市連携講座「子ども大学にっしん」への講師派遣が決定しています。また、日本赤十

字社愛知県支部や岐阜県東白川村との共同プロジェクトを開始する予定です。SLC では昨年度に

引き続き防災人材育成プログラムを開講します。そして福島県南相馬市との連携事業「みなみそう

ま SL」企画も動き出しています。 

本機構は健康・栄養研究所、産官学協同研究センター、子どもケアセンター、SL センターそして

各研究科、各学部、各学科、各研究室が行う地域連携、社会貢献活動の情報を収集し、それらを

「つなぐ」、「むすぶ」、「ひろげる」役割を担っています。教職員や学生の活動を支援し、活躍を紹

介し、地域連携活動や SL 活動に参画する意欲を高め、機会を提供して参ります。 

引き続き、地域の自治体、企業、団体の皆様と、連携、研究、ひとづくり、ものづくり等を協働し、

地域課題に取り組んでまいりたいと思います。皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

2021 年 7 月 21 日 

地域連携推進研究機構長 

サービスラーニングセンター長 

岸  本   満 
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Ⅰ．地域連携推進研究機構 

 

1．機構の発足からの歩み 

地域連携推進研究機構は、本学の地域連携推進の基本方針等を検討し、施策を推進する

ための全学組織として、2019 年 4 月に設置された。この機構の設置は、本学中期計画（NUAS 

Next）の三つの将来ビジョンのうちの一つである地域創生、生涯学習などの多岐にわたる課題

解決に資する中核的存在知の拠点として、大学の機能強化を図ることを目的としている。そし

て、組織として機構を具体化するきっかけとなったのは、文部科学省の 2018 年度私立大学研

究ブランディング事業への申請である。このブランディング事業の申請は、2017 年 4 月に地域

連携の学長補佐となった管理栄養学部の岸本満教授の下で、3 学部にまたがるワーキンググ

ループが本学の地域連携活動を調査分類し見える化したことが基盤となった。このワーキング

の調査結果によれば、大学にはその当時 363 件の活動が認められ、これらの実績を用いて発

展的な地域連携を目指した研究活動を実現することが、このブランディング事業申請の目的

だった。 

ブランディング事業には残念ながら採択されなかったが、その事業計画の方向性を保ち、

本学における地域連携活動をさらに推進するため、事業申請時に制定した「名古屋学芸大学

地域連携推進研究機構規程」に基づいて、2019 年 4 月に岸本副学長を機構長に併任し、新

たに課長職を 1 名採用するとともに、学生の社会貢献を支援するサービスラーニングセンター

を包括して、地域連携に関わる全学組織として本機構がスタートすることになった。 

全学組織としての本機構の役割は、自治体、産業界、教育研究機関、NPO 等の団体、その

他地域社会と大学・教職員・学生を「つなぐ・むすぶ・ひろげる」ことであり、次の図に示すよう

な大学の地域連携活動の総合窓口となるものである。その業務は、１）地域連携推進に係る方

針の策定に関すること、２）地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること、

３）学生ボランティア活動の支援に関すること、４）地域連携、地域貢献活動及び関連する教

育・研究成果の広報に関すること、５）公開講座の実施・運営に関すること、６）その他全学的な

地域連携推進に関することである。 
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2．運営委員会 

地域連携推進研究機構の重要事項を審議するための運営委員会は、隔月で開催しており、

2020 年度における主な議題等は次のとおりである。（委員名簿は巻末に掲載） 

 第 1 回 

1. 地域連携推進研究機構年報について 

 第 2 回 

1. 学外からの施設利用申込みについて 

 第 3 回 

1. 2020 年度地域連携推進研究機構年報第 2 号の編集方針について 

 第 4 回 

1. 2020 年度地域連携推進研究機構年報第 2 号発刊の編集委員会設置について 

 第 5 回 

1. 2020 年度地域連携推進研究機構年報第 2 号発刊について 

2. 2021 年度 SL センター「ボランティアスキルアッププログラム」について 

3. 2021 年度日進市大学連携講座の開催計画について 

4. 2021 年度日進市連携講座「子ども大学にっしん」開催計画について 

5. 大学公開講座委員会について 
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3．ワーキンググループ 

地域連携推進研究機構規程第 13 条に定める運営委員会の「部会」であるワーキンググル

ープは、4 学部を繋ぎ、各学部の特色・特性を地域連携活動に反映させることを組織の目標と

し、機構と運営委員会から付託された課題について調査、検討し、問題解決策の提案等を行

うとともにそれらに基づく計画の企画・推進に携わっている。 

2020 年度の、ワーキンググループの活動は実施されなかった。 

 

4．大学公開講座 

2020 年 12 月 12 日（土）、ヒューマンケア学部子どもケア学科の黒田美保客員教授による公

開講座を開催した。講座テーマは、「子育ての魔法を学ぼう！」で、新型コロナウイルス禍の中、

本学を会場とした対面講座に加え、ZOOM ウェビナーを利用したオンライン配信も行った。 

対面受講者 27 名、ZOOM 受講者 25 名、計 52 名が参加した。受講者より、「ほめる⇒認め

る行為という認識が出来て良かった。」、「子ども相手の仕事をしているので、職場の皆で聞き

たかった。」、「今日の内容は、講座として何度あっても良いと思う。」、「子育てに関する講座は

たくさん開いてほしい。」等の感想や要望があった。 

 

 

 

 

5．日進市大学連携講座 

2021 年 2 月 13 日（土）、看護学部看護学科の穴井美恵教授による公開講座が日進市大学

連携講座として開講された。講座テーマは、「噛む力で健康長寿を目指しましょう！―生活習

慣病とその予防―」で、日進キャンパスから ZOOM ウェビナーで web 配信した。 

日進市教育委員会生涯学習課が、日進市生涯学習情報誌、日進市公式ホームページ等
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で参加者を募り、ZOOM ライブ配信に加え日進市民会館において大画面スクリーンに投影し

てパブリックビューイング形式でも配信された。 

日進市民会館での受講者が 7 名、自宅での受講者が 1 名、計 8 名が参加・受講した。受講者よ

り、「会場への往復の時間的ロスもなく、集中して拝聴することができた。」、「しっかりと聞いてメモを

しないといけないと思うため書く力がつく。」、「噛む回数 30 回は知っていたが、細かい説明があっ

てよく分かった。」、「健康・栄養をテーマにした講座を希望する。」等の感想や要望があった。 

 

 

 

 

 

6．その他 

（1）地域連携のデータベース構築：地域連携カード 

2019 年度より、各部局で行われている地域連携活動に係る情報を集約し、それらのデータ

をアーカイブ化するため、連携活動の内容を分類し、データ化するため「地域連携カード」を

作成し、各部局から活動情報を収集している。 

 

（2）後援等名義の使用許可に関する要項の制定 

学外から本学に対して後援等名義使用の依頼があった場合の許可の基準及びその手続き

等を定めた要項を 2019 年度に制定し 2020 年度に運用した。 
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Ⅱ．サービスラーニングセンター 
 

1.  活動概要（2020 年 3 月〜2021 年 5 月） 
 

2020 年 

3 月 7 日 遊びの交流会 名古屋学芸大学 3 名 

4 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（4 月 16 日から 5 月 25 日） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため学生自宅待機 

5〜7 月 学生自宅学習（遠隔授業） 

8 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（8 月 6 日から 8 月 24 日） 

9 月 学生対面・遠隔授業 

9 月 19 日 防災人材育成プログラム 災害エスノグラフィー  

名古屋学芸大学 141 教室 

学生 5 名 職員 1 名 一般 8 名  

合計 14 名 

10 月 3 日  ぼうさいこくたい 2020  

名古屋学芸大学 124 教室 学生 5 名 

11 月 28 日 防災人材育成プログラム  DIG   

名古屋学芸大学 621 教室 

学生 7 名 職員 1 名 一般 11 名  

合計 19 名 

12 月 学生対面・遠隔授業 

1 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（1 月 14 日から 3 月 7 日） 

2 月 27 日 おいでよ！こどものまち 4 名 

3 月  7 日 グランドソフトボール練習会の補助 2 名 

14 日 マラソンフェスティバル  19 名 

 

2021 年 

4 月 SL センターHP にスキルアップ講座等を新設 

ボランティアの意欲を向上させる機会を提供 

5 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（5 月 12 日から 6 月 20 日） 

30 日 やろまいか！ 愛・地クリーン作戦 ボランティア 11 名 

31 日～6 月 3 日 みなみそうま SL 説明会実施 21 名 
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2. センターの目的 

 

学生が社会の要請に対応した社会貢献活動（ボランティア活動）に主体的に参画

し、体験的学習を通じて建学の精神である「人間教育」に貢献する。 

※ボランティア活動を通じて、学びを得るという趣旨で、ボランティアセンターではなく、サービスラーニング 

センターと名付けられました。 

 

3. 学生の SL 登録・参加概要 

 

（１）SL 登録状況 

2020 年度の SL(ボランティア)登録状況を表１に示す。在籍者数(3,036 人)に対し、

登録学生は 911 人(30％)だった。 

 

表 1 2020 年度 SL 登録状況 
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学科別登録者割合を図１に示す。 
 

 

図１ 学科別 SL 登録者割合 

 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大を受けて、緊急事態宣言が発布され

たことから、年度当初に休校の措置が取られ、その後オンライン学習を導入、後期

は一部対面となった。学生の登校機会の減少に加えて、ボランティア要請も激減し

た。 

SL 新規登録者数の推移（2018〜2020 年度）を表 2 に示す。 

 

表２ 年度別 SL 新規登録者数  

  

管理栄養学科 38%

子どもケア学科 32%

映像メディア学科 16%

デザイン学科 3%

ファッション学科 10% 看護学科 1%
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（２）SL 参加状況 

2018～2020 年度における SL 参加者数を表３に示す。 

2020 年度においては、新型コロナウイルス感染拡大を受けて参加者数は減少し

た。 

 

表３ 年度別活動状況 
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4． ボランティア要請及び派遣件数 

 

2018～2020 年度のボランティア要請件数と派遣件数を表 4 に示す。 

新型コロナウイルス感染拡大を受けて要請数・派遣数とも減少した。 

 

表４ 年度別ボランティア要請及び派遣件数 

 

 

１～4 群の群別割合を図２に示す。 

(1 群：市町・官公庁、２群：協定機関・公益法人・社会福祉法人、3 群：NPO・NGO、 

4 群：企業・大学・一般、その他) 

 

図２ 群別ボランティア要請件数の割合 
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要請件数に対する派遣件数割合は 22％だった。学生は学部学科の学びに沿った

ボランティアを希望する傾向がみられた。 

図３に 2018〜2020 年度のボランティア要請件数に対する派遣件数の割合を示す。 

 

 

   

2018 年度                    2019 年度                   2020 年度 

 

図 3 年度別ボランティア要請件数に対する学生派遣件数の割合 

 

  

派遣した53％

派遣した 40％

派遣した 22％
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5． ボランティア派遣実績 

 

2018～2020 年度ボランティア派遣の種類とその概要を表 5-1〜5-3 に示す。 

 

表 5－1 2018 年度ボランティア派遣実績 
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表 5－2 2019 年度ボランティア派遣実績 

 

 

表 5－3 2020 年度ボランティア派遣実績 
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6． 2020 年度 SL 参加学生の体験報告（抜粋） 

 

(１)社会福祉（高齢者・障がい者・子ども等）系活動 

おいでよ！子どものまち： 管理栄養学科 2 年  

“こどもたちのアイデアってすごい！”これが、このボランティアに参加しての感想です。実

行委員の子どもたちがそれぞれタピオカ屋やパフェ屋、アクセサリー屋のお店をもち、

2/27、2/28 の両日で実際にお客さんに販売します。（他にも金貸し屋やカジノもあったり…）

ボランティアでは、準備期間から子どもたちのお店の看板づくりやメニュー表づくりを見守り

ました。お店のシミュレーションも行いました。「どうすればお店がスムーズにまわせるか」…

こどもの主体性を尊重して、引き出す声かけをするのが難しかったです。また、回を重ねる

ごとにお店の店長として成長していく子どもたちを見れてこちらまでうれしくなりました。こども

たちとあまり関わる機会がこれまでなかったのでボランティア当初は不安でしたが、だんだん

と名前をおぼえてもらえたりと楽しく活動することが出来ました。今回のボランティアで自由な

発想でのびのびと物事を捉えていくことは、大人になっても大切なことなのだと気づくことが

できました。 

 

グランドソフトボール 補助： 管理栄養学科 2 年  

今回は、視覚障がいのある方が行うグランドソフトボールの練習のサポートを行いました。

今まで、視覚障がいのある方と関わったことが無かったので、初めはどのように接したら良い

かなど不安がありましたが、とても温かく受け入れて下さり安心しました。グランドソフトボー

ルは、ボールが地面に転がる音などかすかな音を聞き分け行う繊細で、なおかつ迫力のあ

るスポーツでした。実際に目隠しをした状態で守備の体験をさせてもらいましたが、第一に

目が見えないことが恐く、ボールの転がる音だけで位置を把握するのは難しく、プレイヤー

の方の素晴らしさを実感できました。活動を通して、障がいがあっても好きなことに一生懸命

で、明るく障がいを感じさせない皆さんの姿を見てとても前向きな気持ちになれました。非常

に貴重で良い経験ができました。 

 

(２)環境保全（自然保護・清掃・美化等）系活動 

清掃活動： 子どもケア学科・幼児保育専攻 1 年  

 ごみ拾いは初めて参加しましたが、地域住民の方が和気あいあいとした雰囲気でボランテ

ィアをされていたので、とても参加しやすい印象でした。普段から中央分離帯に落ちている

缶やたばこのごみは気になっていましたが、拾ってみるとその量の多さに驚きました。ごみ

拾いを行うことで、次にごみを捨てる人への抑止力となればいいなと感じました。愛・地球博

が行われていた時は小さくて記憶にあまりないのですが、成長して、こういった形で今も愛さ

れている場所に行ってボランティアができてよかったです。ボランティアをするまでのハード

ルはどうしても高いものだと思います。でも、こういったごみ拾いという簡単なことでも誰かの
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ためになるし、自分のためにもなるなと感じました。ボランティアを終えてから、大学内で落ち

ているごみ等に目がいくようになりました。ごみ拾いを通じて住民の方と交流ができました。

大学内だけでは交流できない方と話したり、一緒に考えたりできるのは、ボランティアだから

出来ることだと思っています。 

 

(３)文化交流（芸術・スポーツ・通訳等）系活動 

マラソンフェスティバル： 子どもケア学科・児童発達教育コース 1 年  

初めてこのようなボランティアに参加しました。人と協力して何かをすることの楽しさと、挑

戦することのすばらしさを学びました。私は今回のボランティアで集合場所へ行くと、ほとん

どのボランティアの人が年上で高齢の方も多くいました。リーダーを中心に役割を決めてマ

ラソン会場を作っていくのは非常に楽しかったです。他に警察の人、警備員の人もいてイベ

ント 1 つで多くの人が関わっていることを実感しました。ボランティアを行った中で私が一番

心に残っていることは走っている人に「ありがとう」と感謝されたことです。コースの横で手を

たたいて応援をしていたのですが笑顔で「ありがとう」と言って走っていくランナーの人が何

人かいました。言われたときは本当に嬉しくてやってよかったと思ったし感動しました。ラン

ナーの人は様々な人がいて思ったより年齢層が広く驚きました。必死で走る姿がかっこよく

て自分も挑戦したいなと思わせるほどでした。 

 

(４)安全防災（安全対策・防災活動・災害等）系活動 

防災人材育成プログラム(災害エスノグラフィー)： 管理栄養学科 3 年  

 災害エスノグラフィーというものを初めてきいたが、読んでいくと、当時の様子やどんな行

動をして、どのような良い点、悪かった点があったか、どんなことが大変だったかなどのイメ

ージがしやすく今まで私自身が知っていたこと以外のことも学ぶことが出来た。また、学生の

意見や考えを普段きいているが、私と世代の違う方の意見や考えをきくことが出来て、より勉

強になったと感じたし、新鮮であった。あまり災害について時間を作って振り返ることはなか

ったが、今回参加してみて、追体験したことで、公衆電話の使い方、場所を数ヶ所頭に入れ

ておくこと、災害に合った人はもちろん、支援してくれる人の声もきいてサポートをしていくこ

とが重要であると感じた。普段私はあまり出来ていないが、日頃から地域の人とコミュニケー

ションをとることで、災害などのいざというときにみんなで協力してのりきることができると知っ

たので、これから意識して生活していきたいと感じた。 

防災人材育成プログラム(DIG)： 管理栄養学科 2 年  

 私は今回のプログラムを通して初めて DIG というものを行った。大学周辺の状況から地震

発生時に起こることを予測し、家庭・地域でできる対策について考えた。 

日進市民ではないので状況が分かりづらく予測がしにくかったが、参加者である日進市民

の方の意見を聞きながら対策を考えることができた。今まで災害のための対策といえば、防
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災グッズを準備しておく、避難場所を確認しておくなど家庭でできるもののイメージが大きか

った。しかし、災害時に起こりうることとして他の参加者の方から帰宅困難者が出るという意

見があり、大学にいる時に災害が起こった場合、どのような手段で帰宅するのかを考えなけ

ればならないと感じた。また、今後自分が支援する側になった時は適切な支援を適切な方

法で行うために地域の状況・特性を把握しておく必要があると学ぶことができて良かった。 

 

(５)地域活動（まちづくり・地域イベント・観光案内等）系活動 

子ども食堂： 管理栄養学科 3 年  

調理をしているときは、地域のボランティアの方々と関わることが多かった。高齢の方が多

いにもかかわらず、とても元気で、生き生きしている人ばかりで、たくさんの会話があって、ボ

ランティアの方々も交流をたのしみにきていることが分かった。子ども 37 人くらいに対して学

生 3 人だったから、一人一人に勉強を教えたり、みんなと遊ぶことが出来なかったからそこ

をできるだけ平等にしようとするのがとてもむずかしかった。いろいろな子どもがいる中で、

おとなしい子にもしっかりと目を向けることができたかなと思う。今回は、とても外が暑かった

にもかかわらず、元気に外で遊んでいる子が多く、うらやましかった。元気いっぱいの子ども

たちからたくさんの元気をもらった。 

 

 

7． 復興支援活動 

 

 2019 年度末に、みなみそうま SL※視察を行い、2020 年度から実施予定だったが、新

型コロナウイルス感染拡大を受けて活動を休止した。 

 同じく、2020 年春に復興・創生インターン岩手県・宮城県に各 1 人の学生が参加し

たが、この報告会も開催できなかった。 

復興庁は、「東日本大震災で被害を受けた岩手、宮城、福島の企業が抱える経営

課題に対し、全国から大学生等を募集し、インターンとして経営者と協働して解決に取

り組むことにより、学生にとっては、復興への貢献と自らの成長を図り、企業にとっては、

学生とともに経営改善に取り組むことにより、人材獲得力や育成力の向上を図ることを

目的として平成 29 年度から令和 2 年度の 4 年間実施しました。」と HP で報告してい

る。 

https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat4/sub-cat4-2/20210405143502.html 

20210611 取得 

 

※みなみそうま SL とは、本学独自の東北ボランティア活動で、オトナの食育をテーマとした地

域資源の活用と農業振興の両立プロジェクトで日進キャンパス 3 学部の学生対象に募集し

ている学生の学びを生かした事業である。 
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8． ぼうさいこくたい 2020 

 

 2019 年度の東北支援活動を、2020 年 10 月 4 日「ぼうさいこくたい 2020(オンライン)」

で報告した。報告は、活動報告の映像に加え、参加者からの質問に meet in を利用し

て回答を行うものであった。 

報告者は、復興・創生インターン(岩手県1人・宮城県1人)、みなみそうまSL（4人）。 

報告の詳細は以下の website を参照 

ぼうさいこくたい２０２０ 名古屋学芸大学  

http://bosai-kokutai.jp/2020/presentation/detail/PR-68/ 

 

 

 

 



1． 活動件数
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Ⅳ．資料 

１．名古屋学芸大学地域連携推進研究機構規程 

 

（趣旨） 

第１条 本規程は、名古屋学芸大学学則第 63 条の２第２項の規定に基づき、名古屋学芸大学地域連

携推進研究機構（以下「機構」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 機構は、名古屋学芸大学（以下「本学」という。）の、学長のリーダーシップの下、本学における

地域連携（産官学連携を含めた連携をいう。以下同じ。）の推進に係る基本方針等を検討し、施策

を推進することを目的とする。 

（業務） 

第３条 本機構は、前条に掲げる目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

一 地域連携推進に係る方針の策定に関すること 

二 地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること 

三 学生ボランティア活動の支援に関すること 

四 地域連携、地域貢献活動及び関連する教育・研究成果の広報に関すること 

五 その他全学的な地域連携推進に関すること 

（教職員） 

第４条 機構に、次の教職員を置く。 

一 機構長 

二 副機構長 

三 ボランティアコーディネーター 

四 その他必要な教職員 

２ 機構に副機構長を置くことができる。 

（機構長） 

第５条 機構長は、本学の専任の教授のうちから選考する。 

２ 機構長は、機構の業務を掌理する。 

３ 機構長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 機構長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（機構長の選考） 

第６条 機構長の選考は、「名古屋学芸大学部館科長選考規程」に基づき行う。 

（副機構長） 

第７条 副機構長を置く場合は、機構長が本学の専任の教職員のうちから選任する。 

２ 副機構長は、機構長を補佐し、機構の業務を行う。 

３ 副機構長の任意は２年とし、再任を妨げない。なお、年度途中で副機構長に選任された場合の任

期は、機構長の任期の末日とする。 
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（運営委員会） 

第８条 機構に運営委員会を置く。 

（審議事項） 

第９条 運営委員会は、第３条の業務に関わる重要事項を審議する。 

（組織） 

第 10 条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 一 機構長 

 二 副学長（教育・研究） 

 三 副機構長 

 四 各研究科から選出された教員 

 五 各学部及び教養教育機構から選出された教員 

 六 健康・栄養研究所長 

 七 子どもケアセンター長 

 八 産官学協同研究センター長 

 九 事務局長 

 十 事務局部長 

 十一 その他学長が必要と認めた者 

２ 前項第四号から第九号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。なお、委員に欠員が生じた場

合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議及び議事） 

第 11 条 運営委員会は、機構長が招集し、その議長となる。ただし、機構長に事故あるときは、機構

長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

２ 会議は、委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は、出席者の過半数によって決する。 

（委員以外の者の出席） 

第 12条 運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を聞く

ことができる。 

（部会） 

第 13 条 運営委員会の下に部会を置くことができる。 

２ 部会の構成及び運営は、機構長が運営委員会に諮って決定する。 

（事務） 

第 14条 機構の事務は、機構においてこれを担当する。 

（雑則） 

第 15条 この規程に定めるもののほか、機構の組織及び運営等に関し必要な事項は、運営委員会及

び評議会の議を経て学長が定める。 

 

   附 則 

１ この規程は、2018年 10月３日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、2019年９月４日から施行する。 
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3．2020 年度地域連携推進研究機構運営委員会委員名簿 

 

    職  名 氏   名 備 考 

機構長 岸 本   満 1 号委員 

副学長（教育・研究） 山 本 一 良 2 号委員 

栄養科学研究科 塚 原 丘 美 4 号委員 

メディア造形研究科 尹   成 濟 〃 

子どもケア研究科 福 井 義 浩 〃 

管理栄養学部 （塚 原 丘 美） 5 号委員 

〃 井 澤 一 郎 〃 

メディア造形学部 中 西 正 明 〃 

〃 柿 沼 岳 志 〃 

〃  錦 見 淳 子 〃 

ヒューマンケア学部 （福 井 義 浩） 〃 

看護学部 石 田 路 子 〃 

教養教育機構 （山 本 一 良） 〃 

健康・栄養研究所長 下 方 浩 史 6 号委員 

子どもケアセンター長 津 金 美智子 7 号委員 

産官学協同研究センター長 梶 田   渉 8 号委員 

事務局長 鈴 木   英 9 号委員 

事務局部長 松 浦 清 彦 10 号委員 

サービスラーニングセンター 石 原 貴 代 11 号委員 

地域連携推進研究機構 課長 水 野 美恵子 〃 

産官学協同研究センター 皆 川 優 介 （オブザーバー） 
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4．SL センター報告会用パネル、新聞等の掲載記事、活動記録写真 

〇復興・創生インターン 

2019 年度 春期（パネル 1-1） 
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春期（パネル 1-2） 
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〇みなみそうま SL 

2019 年度 春期 視察（パネル 2） 
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○新聞記事 

防災人材育成プログラム 

 

 

中日新聞 2020年9月20日付 朝刊 なごや東版より 

（この記事・写真等は、中⽇新聞社の許諾を得て転載しています）  
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みなみそうまSL 

 

 

中日新聞 2020年10月11日付 朝刊 なごや東版より 

（この記事・写真等は中⽇新聞社の許諾を得て転載しています） 
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